
令和８年８月 31 日 

農産物販売推進東京本部 

 

東京都中央卸売市場における本県青果物の販売状況（令和８年７月） 
 

＜野菜類＞ 

品目 

茨城県産 【参考】市場計 

入荷量 
t 

前年比 
％ 

平年比 
％ 

単価 
円/kg 

前年比 
％ 

平年比 
％ 

入荷量 
t 

単価 
円/kg 

ねぎ 2,055 101.2 103.9 356 100.6 105.8 3,322 360 

かぼちゃ 388 109.6 106.2 386 117.6 141.2 1,418 372 

ミニトマト 600 120.8 120.9 699 121.2 136.5 1,808 828 

ピーマン 884 105.6 92.3 570 109.1 136.6 1,821 584 

※出典：①入荷量・価格は東京都中央卸売市場 HPから ②平年比は都中央実績の直近５年間の平均値から算出（果実類、花きも同じ） 

・ねぎは本県を中心に後続産地の北海道、東北産の入荷。生育は順調で肥大も良好であったが、中旬以降

多湿と気温の上昇による品質低下が見られ下級比率が上昇した。入荷量は前年、平年をわずかに上回り、

価格はほぼ前年並み、平年をやや上回った。 

・かぼちゃはハウス作型の出荷が終了しトンネル栽培の出荷盛期。入荷量は、前年、平年をやや上回った。

価格は前年を２割以上上回り、平年を３割以上上回る堅調な展開となった。 

・ミニトマトの入荷は早熟栽培の終盤となった本県主力で、前年、平年を２割以上上回った。価格は、前年を

２割以上上回り、平年を３割以上上回る堅調な展開となった。 

・ピーマンは本県産を中心に岩手県等からの入荷。終盤に６月の曇天続きによる生育遅延が見られた。入荷

量は少なかった前年をやや上回ったものの平年を１割弱下回った。価格は高値で推移した前年を１割程度

上回り、平年を３割以上上回った。 

 

＜果実類＞ 

品目 

茨城県産 【参考】市場計 

入荷量 
t 

前年比 
％ 

平年比 
％ 

単価 
円/kg 

前年比 
％ 

平年比 
％ 

入荷量 
t 

単価 
円/kg 

なし（幸水） 369 799.5 200.5 737 84.1 99.0 997 747 

アールスメロン 64 97.5 90.1 613 104.0 113.3 419 948 

・なし（幸水)は、気象条件に恵まれ生育良好で大玉傾向。例年より１週間程度早い出荷となり、前年、

平年を大幅に上回る入荷となった。単価は、前年を２割程度下回り、平年並みとなった。 

・アールスメロンは、静岡、茨城、愛知の出荷が中心。入荷量は、前年をやや下回り、平年を１割程度下

回った。単価は、前年やや上回り、平年を１割程度上回る価格となった。 
 

＜花き＞  

品目 

茨城県産 【参考】市場計 

入荷量 
千本 

前年比 
％ 

平年比 
％ 

単価 
円/本 

前年比 
％ 

平年比 
％ 

入荷量 
千本 

単価 
円/本 

コギク 1,628 73.8 85.6 34 90.4 82.1 4,674 35 
 

・小菊は、全国的に生育良好で、供給過多の傾向。本県産の入荷量は、生産者や作付面積の減少の他

台風による曲がりの発生や雹による芯止まり等の被害を受けて前年を３割、平年を１割強下回った。

単価は、６月からの安値が続き販売苦戦し、前年比１割、平年比２割程度下回った。 


